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１．はじめに  

圃場や 果樹園に画像 解析を適用すれば， 経営者がリア ルタイムで直接に生 産

物の作 況や品質を評価する ことが可能となり，農業経営の効率化に寄与すると

考える．近年，大量のデータを機械学習する人工知能 (AI )が多くの分野に適用さ

れてお り，中でも，高いパ ターン認識力を有するニューラルネットワークと深

層学習 の登場により様々な 画像解析サービスが提供されている．筆者らは，り

んご果 樹園を対象として， 果実の着果から収穫まで果樹園の全体画像を取得し

て， AI を利用した画像解析で作況等を定量的に評価する手法の開発に取り組ん

でいる．本論文では，茨城大学試験農園の画像を用いた検討成果を報告する．  

 

２．検討方法  

茨城大 学試験農 園のりんごを対 象と して，収

穫時期の 11 月中旬に撮影した画像を用いてつぎ

の 方 法 で 検 討 し た (Fig .1 の フ ロ ー 図 を 参 照 )．

Step1 で果樹全体と個別果実の画像を取得する．

Step2 で 個 別 果 実 の 画 像 か ら ピ ク セ ル 単 位 の

RGB 画素値を読み込む． Step3 で画素値の組合

せを機械学習させる．Step4 で学習結果を基に果

樹全体画像から果実部分を抽出する．  

Fig .2 に果樹全体画像を示す．まず，こ

の 果 樹 の 果 実 画 像 か ら 4222 組 の 画 素 値

(0~255 の整数 )データを用意する．さらに，

果実以外のデータとして，果実の RGB 配

列 を 変 え た 8444 組 の デ ー タ を 作 成 し て

(信 岡 ら ,2019)両 者 を ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ

ークで機械学習させた． Fig .3 に果実の画

素値の頻度分布を示す．視覚的にも理解で

きるように， R 成分の数値が高く， G と B 成分は低い分布となった．  

Fig .4 にニューラルネットワークの概要を示す．入力層は 3 ユニットで，画素

の R,G,B を入力する，中間層は 5 ユニット，出力層は 1 ユニットであり，出力

層では果実の画素データを 1，その他の画素データを 0 として学習する．  
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Fig .  2 果樹の 全体画 像  

S t e p 1： 果 樹 と 果 実 画 像 の 取 得  

S t e p 2： 果 実 画 素 値 の 読 み 込 み  

S t e p 3： 果 実 画 素 値 の 機 械 学 習  

S t e p 4： 果 実 部 分 の 画 像 抽 出  

Fig .  1 検討フ ロー  
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３．画像解析の利用方法  

果実画素値の学習結果を用いて，Fig .2 の全体画

像から果実部分はそのままで，果実以外の部分を

黒に変換して抽出した画像を Fig .5 に示す．太陽

光で白く反射した輝点が抽出されない部分もある

が，概ね果実を認識していると考える．同様に，

葉の画素データを機械学習させて抽出した画像が

Fig .6 であり， Fig . 5 と同じく一部の輝点部分を除

いて概ね葉を認識している．  

画像解析の利用方法として 2 点を挙げる． 1 点

目に，画像の継続的な撮影と解析により，果実と

葉の色彩変化をリアルタイム，かつ数値で把握で

きる． 2 点目に，果実と葉の領域の比率から，品

質管理の指標である葉果比への反映が可能と考え

る．また，複数年のデータを蓄積することで，例

年との相対的な評価が可能である．その他に，暴

風や豪雨による落果・倒木などの被害を速やかに，

かつ定量的に評価することが可能と考える．  

 

４．まとめ  

本 報 告 で は ， 収 穫 時 期 の 画 像 を 解 析 し て

作 況 予 測 や 品 質 管 理に 利 用 す る 方 策 を 示 し

た．今後は，つぎの 2 点について検討を進

め る ． ① 果 実 の 着 果か ら 収 穫 ま で の 継 続 し

た 画 像 撮 影 と 解 析 の実 施  ② 別 途 に 取 得す

る気象データ (温度 ,湿度 ,照度 )と画像データ

を連動させた作況評価方法の検討  
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Fig .  5 果実の 抽出画 像  F ig .  6 葉の抽 出画像  

F ig .  4 ニュー ラルネ ットワ ー ク  
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Fig .  3 果実画 素の頻 度分布  
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